
只今、上程されました第５７号議案、中野区立学校設置条例の一部を改正す

る条例について、公明党議員団として、賛成討論を行います。 

 

本条例は、鷺宮小学校、西中野小学校を統合し、旧中野第八中学校の位置に

鷺の杜小学校を新設し、本郷小学校を現地建替えするための代替校舎を旧向台

小学校の位置に改めるものです。 

 

鷺の杜小学校については、中野区立小中学校再編計画第 2次にて、再編スケ

ジュールが示され、2018 年度から統合準備がスタート、地域や PTA,学校の支

援に関係する方々による学校統合委員会が設置され、再編を円滑に進めるため

の協議が進められました。また、鷺宮小学校、西中野小学校では、統合に向け、

互いの学校を知り理解を深めるために、交流活動を活発に実施してきました。

また、統合をスムーズに行うために、互いの学校が進める特色ある学校教育や

学校行事、特色ある地域の活動なども相互に理解し共有し、新しくできる学校

が子どもたちの教育活動のみならず、地域にとって誇りある学校として歓迎さ

れるよう、両校とも努力を惜しまずに取り組んでいる姿に、学校再編の大きな

意義を感じています。 

 

学校再編計画では、充実した学校教育のため、望ましい規模の学校をつくる



ことを掲げています。 

学校での行事や集団生活が活発に行われ、子ども同士のふれあいや友人関係が

つくられるためには、一定の集団規模や学級数を確保する必要があり、個に応

じた指導の充実や多様な学習展開などのためには、一定規模の教員数を確保で

きる学級数が必要としています。 

再編計画では、小学校における望ましい規模は、少なくとも 12学級から 18学

級程度を目指すとしています。しかし、現実には、これまでの統合新校では、

18学級を超えているのが現状です。望ましい規模を超えることは、望ましくな

い教育が行われるのではないかとの懸念が生まれてしまいます。学校再編の最

後の統合新校である鷺の杜小学校開校までには、これまでの統合新校での学級

数と望ましい規模について検証すべきであります。 

統合新校では同時に、学童クラブの待機児童増加という課題も生まれています。

この点についても今定例会では改善を求めてきたところですが、学童クラブ待

機児童ゼロを目指し、待機児童の解消に取り組むという区長のリーダーシップ

に期待します。 

 

また、鷺の杜小学校に通う西中野小学校区域の児童は全員、踏切を横断し、

通学せざるを得ないことから、連続立体交差事業により踏切除却が可能となる

までの期間、通学路における跨線橋などの構造物の設置や踏切横断時の安全対



策を強く求めてきました。この点については、教育委員会、西武線のまちづく

りを進めるまちづくり推進部がしっかり連携を図りながら取り組んでいかな

ければいけないと考えます。 

西武新宿線野方以西の連続立体交差事業による踏切除却と子どもたちのため

の安全な通学路、まちづくりについては、不断の努力により進めていくことを

求めます。 

 

今定例会の一般質問でも地域開放型学校図書館について取り上げましたが、

建設中の鷺の杜小学校、今回、整備基本設計案が示された本郷小学校、いずれ

の基本計画にも地域開放型学校図書館が整備されることにいなっていました。

しかし、鷺の杜小では整備はされるが開設はされない、本郷小も基本計画を変

更することができず、整備されるが地域開放型学校図書館としては、開設され

ないとのことです。予算を付けて、せっかく整備をしても、開設されないなど

という事は、それこそ税金の無駄使いであり、到底納得のいく話ではありませ

ん。これまでの議論の中でも既に開設された 3校のみを継続し、その後は開設

しないという結論ありきで、現在、整備が進んでいる学校については、どうす

るのかということまで検討がされたのか、検討経緯が明らかにされぬままです。

地域開放型学校図書館以外にも、学校の改築については、変更のプロセスが見

えず、積算の根拠も不明確な点が散見されています。 



この点については、学校再編計画の検証と合わせ、検討段階における変更過

程を整備費用の経緯も含め、きちんと議会への報告を示すべきと求めておきま

す。 

 

本郷小学校においては、仮校舎として利用する旧向台小学校への通学のため、

中野区で初の取組であるスクールバスを導入することになっています。通学距

離や通学路の安全対策を十分に講じることは重要ではありますが、これまでに

も通学距離の長い小学校についてはスクールバスの要望もあり、スクールバス

導入の基準を示す必要があったと考えます。また、スクールバス運行の初の試

みに関する課題は多く、それらの課題をクリアしながら、子どもたちが安全に

通学できるよう十分に検討し、無事故で通学できるための対策を十分に行うこ

とを望みます。 

 

新しい学校が子どもたちの夢と希望を育み、中野の未来を拓く学び舎となる

ことを願い、第 57号議案に対する賛成討論とさせて頂きます。 

 


